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岐阜県川辺町の蜂屋累層より産出した哺乳動物化石一地質と産状－

鹿　野　勘　次・安　藤　善　之

Geology and Occurence，Mannmal from Hachiya Formationin Kawabe－CyO，

Gifu Prefecture，

1　はじめに

岐阜県東濃地方には中新続の瑞浪層辞が分布し，多く

の化石を産出する．美濃加茂盆地の瑞浪層群は陸戌の堆

積物で構成され，植物化石や動物化石が産出することで

知られる．とくに中村累層や平牧累層は哺乳動物化石が

産出することで知られるが，瑞浪層群の最下部層で，火

山性堆積物で構成される蜂屋累層からは哺乳動物化石の

報告がない．蜂屋累層最上部層からは，魚類化石および

昆虫化石が報告されている（藤山・野村，1986　小寺・

野村，1988）．

今回，加茂郡川辺町に分布する蜂屋累層の中部層より，

哺乳動物の化石が発見された．この化石はゴルフ場造成

の崖直下で多数の骨片をふくんだ岩石塊として発見され

た発見者は一宮市在住の束　充彦氏で，鉱物調査中に

発見したものである．束氏からの連絡を受けて博物館が

採集しだ蜂屋累層から報告される哺乳動物化石は初め

てであり，また，本層準は瑞浪層群の最下部に位置し，

時代的に一番古いことになる．第三紀中新世の哺乳動物
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第1図　調査地域と化石産出地点（●印）

この地図は国土地理院発行の2．5万分の1地形図

「美濃加茂」・「上麻生」の一部を使用した
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化石を研究する上で貴重な資料となるので，ここに地質

と化石の産状について報告する．なお，化石産出地域一

帯は，筆者の1人鹿野が従来から調査を続けていた地域

である．

2　地質のあらまし

調査地域は美濃山地の南端部に位置し，山地から丘陵

性の地形に変化する地域に当たり，南方には美濃加茂盆

地が広がる．

この地域は美濃帯中生層を基盤として，それを不整合

におおって中新続の瑞浪層群が分布する．美濃帯中生層

は上麻生ユニットのチャートと砂岩優勢層で構成される．

瑞浪層群は下位から蜂屋累層・中村累層・平牧累層に区

分され，これらは整合して重なり，化石産出地点付近に

は蜂尾索層が周囲を美濃帯に囲まれるように分布する．

飛騨川などの河川沿いには，高位・中位・低位の各段丘

堆積物が分布する．

3　中新統蜂屋累層の層序

蜂屋累層は火山砕屑岩と通常の砕屑岩で構成され，下

位から神坂砂岩層・広橋火砕岩層・鹿塩爽炭砂岩層・上

則友火砕岩層・金谷砂岩層・中川辺火砕岩層に区分され

（野村，1992），それらの積算層厚は92mである．また，

蜂尾索層が美濃帯と接する付近，とくに蜂屋累層分布の

北東部地域では崖錘性角礫岩や礫質砂岩が分布する．

神坂砂岩層

川辺町神坂から西方の山之上町田畑・加茂郡栃洞にか

けてほぼ連続的に分布する．神坂では本層の最下部に崖

錐性角礫岩が分布して，基盤の美濃帯中生層を不整合に

おおう．西方の美濃加茂市などでは本層の下位に糠洞火

砕岩層が分布する．本層の厚さは18mである．

本層は砂岩，泥岩，凝灰質砂岩，爽炭砂岩，崖錐性角

礫岩からなる．北部地域では崖錘性角礫岩や礫質砂岩が

美濃帯中生層にアバットする．砂岩や泥岩には層理が発

達し，うすい褐炭をほざきむことがある．凝灰質砂岩・

砂岩・泥岩から植物化石が産出する．

広橋火砕岩層

神坂から西方の蜂屋町広橋にかけての地域に連続して

分布する．本層の層さは15mである．

本層は凝灰角礫岩からなるが，西方に向かって火山角
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礫岩に変化し，安山岩質自破砕溶岩をしばしば伴うこと

がある．火山角礫岩には級化構造が発達し，凝灰角礫岩

には珪化木が混入することがある．礫種は角閃石輝石安

第2図　広橋火砕岩層の自破砕溶岩

山岩（自破砕溶岩），角閃石安山岩，輝石安山岩，溶結

凝灰岩，チャートなどである．

本層の角閃石輝石安山岩（自破砕溶岩）のK－Ar年代

により，絶対年代20．6±2．OMaが得られている（野村，

1986）．

鹿塩爽炭砂岩層

鹿塩地域では連続的に分布するが，西方に向かってう

すくなり山之上町ではせん滅する．本層の厚さは12mで

ある．

爽炭砂岩，砂岩，泥岩，凝灰質砂岩，凝灰岩からなり，

爽炭砂岩は西方に向かってうすくなり，砂岩へ漸移する

とともに，斜交層理をもつ火山性礫岩がみられるように

なる．爽炭砂岩は砂岩・褐炭「凝灰質砂岩の互層からな

り，褐炭は厚い地域では3mにも達し，かって採掘された
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第3図　岐阜県川辺町鹿塩地域の地質図

1：第4系，2：中川辺火砕岩層，3：金谷砂岩層，4：上則友火砕岩層，5：鹿塩爽炭砂岩層，6：広橋火砕岩層，

7：神坂砂岩層，8：美濃帯中生層
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第4図　鹿塩爽炭砂岩層

跡が所々に残る．北東部では崖錐性角礫岩が分布する．

本層の砂岩から植物化石が産出する．

爽炭砂岩にはさまれる凝灰質砂岩のフイツション・ト

ラック年代により，絶対年代17．0±1．OMaが得られた

が，この値は変質による若返りを示すものと考えられる．

上則友火砕岩層

蜂屋町広橋から川辺町神坂にかけて分布するが，側方

へ向かってうすくなる．本層の厚さは最大30mに達する

が，調査地域では12mである．

本層はおもに火山角礫岩からなり，溶岩は少ない．火

山角礫岩はさまざまな安山岩の礫を含み，最大の礫は直

径3mにも達する．また，美濃帯のチャートや砂岩，下

位の凝灰質砂岩などの岩塊も多いことが特徴である．礫

径は蜂屋町上則友で大きく，そこから遠くなる程小さく

なる傾向がある．礫は全て角礫～亜角礫で，ときに火山

角礫岩層の最下部に礫が密集することがある．調査地域

では火山角礫岩に級化構造が発達し，その最下部で異質

礫が多くみられる．

金谷砂岩層

山之上町中之番から神坂にかけて分布し，西方に向か
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第5図　金谷砂岩層
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第6図　金谷砂岩層にみられる直立樹幹化石

ってせん滅する．本層の厚さは10mであるが，水平方向

に変化して調査地域の西部では数mになる．

暗灰色の砂岩を主とし，基底部に厚さ1m以上の爽炭

砂岩を伴い，中一上部にはシ）レト岩がみられる．調査地

域では，厚さ数cmの褐炭が砂岩にはさまれる爽炭砂岩

層が上部にみられる．本層には3層準で直立樹幹化石が

みられ，最上部の直立樹幹化石は上位の火砕岩によって

立ち切られている（第6図）．美濃帯に接する地域では

崖錐性角礫岩が厚くなり，基盤岩にアバットする．本層

の砂岩から植物化石が産出する．

中川辺火砕岩層

蜂屋町上峰屋から川辺町鹿塩，中川辺の飛騨川河床か

ら下米田町山本など，蜂屋累層では最も広範囲に分布す

る．調査地域における本層の厚さは25m以上に達する．

蜂屋町東部地域で層厚が最大となり，約60mに達する．

本層はおもに火山角礫岩からなり，分布地域の中央部

付近ではしばしば溶岩流をともなう．礫の岩質は斑品の

目立たない安山岩を主とし，時には玄武岩が含まれる．

また，しばしば火山角礫岩，溶岩岩体などの巨大な岩塊

をともなう．上峰屋付近では火山角礫岩に，巨大な岩塊

第7図　中川辺火砕岩層中の巨大岩塊
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第8図　調査地域における蜂屋累層の地質柱状図
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第9図　化石の入った岩石の採取地点

嚢馨二二三三三 
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第10図　岩石中における化石の産状（断面）

下の部分が分離・欠如していた

が多量にふくまれることがあり，岩塊流の様相を呈する．

本層は川辺町鹿塩から山之上町金谷にかけての地域では

うすい砂岩層をはさむため2層に分けることができる．

本層の単斜輝石安山岩（溶岩）のK－Ar年代により，

絶対年19．8±2．1Maが得られている（野村，1986）．

4　化石の産出層準と産状

化石はゴルフ場造成のために削ってできた小さな崖

（金谷砂岩層）から発見された（第9図）．化石の入った

岩石は45cmX30cmX25cmの大きさで凝灰角礫岩とシル

上質砂岩からなり，化石はシル上質砂岩の厚さ約5cm以

上の部分に含まれる．子と石は破片を含めると21点があり，

それらは関節で分離していたが，一部は関節のつながり

が把握できるように並んでいた．

化石産出地点の凝灰角礫岩は中川辺火砕岩と上則友火

砕岩に属するものがある．上則友火砕岩層の凝灰角礫岩

は金谷砂岩層の爽炭砂岩と直接接しており，中川辺火砕

岩層の凝灰角礫岩はシ）レト岩と接することから，採取し

た岩石（シルト岩と凝灰角礫岩の接触部）は金谷砂岩層

の最上部から中川辺火砕岩層に相当する部分であること

が確認できる．金谷砂岩層には3層準に直立樹幹化石が

みられ，動物化石発見地の東方では化石林が発達するな

どで注目されていた．

発見された岩石中の化石の産出状態から推定すると，

欠損部分にはほぼ全身に近い化石が存在した可能性が高

い．頭部などの重要な骨格部位も岩石が欠けた残りの部

分に入っていると思われたため，調査したが該当部分を

確認することができなかった．

今回採取した哺乳類化石は部位が確認できた範囲では

下腿（脛骨）より下の部位だけである．

／ ／ 1日／ ／ ／ I ��XB��8�一ｹ}��4 15 �����hﾎｹDb�m8�斡��

／ �� ��
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／ 

l 

（ 

I 

I 

0 ���6ﾒ�5 日 �������6ﾒ�

t　　　　　　　　l ��ﾂ� ��

第11図　化石部位の分布状態

1：脛骨，2：距骨，6：基節骨，8：踵骨，15：中足骨，

16：膝蓋骨，20：中節骨
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5　哺乳動物化石について

化石は小さな骨片を含めると21点が確認された．骨片

は化石の入った岩石が造成工事で破壊して分離したため

に破片化しているが，岩石が分離する前は1個体のしか

もほぼ全身に相当する部位が存在した可能性が高い．従っ

て，今回の破片状の化石は分離して損失した残部の一部

といえる．21点の化石のうち骨格部位のほぼ全体が残っ

（右後肢）（左後肢）

r 凵[　？、こ‥ ��

起＿ 　思 凵F、岬L盤ニ‾、・圭言　． 　や ‘1、●六、 ��

∴∴∴「－、 ��

“言、高来刷存：、 　　’ら｝1 

ソ 暮） ��

：醒・‾ ��
：∵i・一一′ ��

・：諸 刔��B���

骨格の部位
（黒塗り部を確認）

第12図　産出した右後肢の部位

第1表　産出化石の主要部位測定表（mm）

測　定　部　位 俾ﾘ冓Uygｲ�ニホンジカ 

脛　骨　最　大　長 ����#X�｢�255 

〟　　　幅 �#8�3�X�3���54，20，35 

踵　官　最　大　長 鼎��80 

〟　最　大　高 途�21 

距　　骨　　長 ����45 

〟　　　幅 ����25 

中　足　官　長 ���r�192 

〟　　　高 ��h�3���3�r�27，18，30 

基　節　骨　長 ����42 

〟　　　幅 祷�3h�3��13，11，12 

中　節　官　長 ����35 

〟　　　幅 度�3X�3b�14，10，11 

体　　　　　　長 ��鉄CH�｢�1110 

体　　　　　　高 ��鼎ch�｢�950 

肩　　　　　　高 ���3C8�｢�700 

（）内は予測値で示した。

15

ているものは5点ほどで，それらを中心にクリーニング

した．

割出した部位は右後肢の脛骨・踵骨・距骨・中足首・

基節骨・膝蓋骨である．これらの化石はその産出状態と

大きさの同一性から1個体の動物のものといって良い．

この化石動物は中足首・踵骨・距骨の形態と特徴からミ

ノシカの仲間（A型2bItoIqg・ulLISmlhoeHSISMATUMOTO）

に比較される．とくに中足骨の溝と関節面の形態がミノ

シカの仲間とよく似る．鹿塩標本はニホンジカとの比較

から，体長55cm，体高47cm程度に推定される．

ミノシカの仲間は御嵩町の平牧累層から右下顎骨が，

可児市束帽子の中村累層から右脛骨片が報告されている

（奥村ほか，1977）．化石の詳細を記載は八百津町和知の

蜂尾索層から産出した同じミノシカの仲間の化石（距骨

及び頚骨の一部，未発表）と合わせて行う予定である．

6　まとめ

（1）川辺町鹿塩地域には蜂屋累層の縁辺相が分布し，下

位から神坂砂岩層・広橋火砕岩層・鹿塩爽炭砂岩層・上

則友火砕岩層・金谷砂岩層・中川辺火砕岩層と整合して

重なり，調査地域における積算層厚は92mに達する．哺

乳動物化石は金谷砂岩層の最上部から産出した．

（2）哺乳動物化石はA型克1’toL詔guusLか1170eHS元

MATUMOTOの仲間と考えられる．この仲間の化石は

中村累層や平牧累層からも報告されていることから今後

の詳細な研究により前期中新世の哺乳動物化石の解明に

役立つ貴重な資料である．また，従来より古い時代の蜂

屋累層からも哺乳動物化石が産出することが明らかになっ

た．
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図4　踵骨（スケールは1cm）

∴藍圏〝．〝‾‾圏＝二言．圏三 
鳥・：・シ �� �-N�z8ｵｹ�ｸ�Y-H�H�H�I:ﾈﾄi-I-N<菓ｸ���8ﾉﾈﾋ�-Hﾉﾎ､x�Xﾉﾉwﾈﾉﾈﾉﾈﾈ��劍�x�x�>X�B��x�i�(�xｴR�ｴY-H�x�｢�∴「一 書 

綴鰯鰯．　　　　鑑綴闘園囲醸懸懸 剿�-Iﾙｹﾙｸｵｹ�H�����b� ��f��駅xｴXﾉﾉ>XｴYz9��wﾈｴXﾈ做｢�蛾 

己輩顕‾‾…““宣誓甲 
；〈言 　　　∴∴ 

図5　中足骨（スケールは3cm）
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図6　基節官（スケールは1cm）
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図7　中節骨（スケールは1cm）
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図8　産出化石の骨格（スケー）レは5cm）


